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第2特集―先進諸国における労働運動の現状 

ソマビアILO事務局長のスピーチに耳を傾ける参加者 

   

ア
ジ
ア
で
初
の
開
催 

 

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
は
、
加
盟
組
合
員
数
、
約
一

億
四
八
〇
〇
万
人
を
誇
る
世
界
最
大
の
労
働

組
合
組
織
。
冷
戦
の
さ
な
か
に
世
界
労
連
（
Ｗ

Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
と
袂
を
分
か
っ
た
西
側
諸
国
の
労

働
組
合
が
一
九
四
九
年
に
結
成
し
た
。
現
在

は
国
際
労
働
基
準
の
確
立
や
多
国
籍
企
業
の

問
題
、
人
権
・
労
働
組
合
権
な
ど
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
日
本
で
は
連
合
（
笹
森

清
会
長
）
が
加
盟
。
世
界
大
会
は
以
後
、
四

年
間
に
お
け
る
具
体
的
な
運
動
方
針
を
決
定

す
る
場
で
、
四
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
開
か

れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
が
ア
ジ
ア
で
世
界

大
会
を
開
催
す
る
の
は
結
成
以
来
、
初
め
て

の
こ
と
だ
。 

 

大
会
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
ス
ピ
ー
チ
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
フ
ァ
ク
ソ

ン
・
シ
ャ
メ
ン
ダ
会
長
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
多
く
の
人
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
が
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
モ
デ
ル
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
お
り

持
続
不
可
能
。
労
働
者
を
代
表
す
る
我
々
が
、

異
な
っ
た
道
を
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
つ
く

っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
、
現
行

の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
モ
デ
ル
を
厳
し
く
批
判

し
た
。 

 

開
催
国
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
連
合

の
笹
森
清
会
長
は
「
現
在
、
世
界
で
は
貧
困

や
貧
富
の
差
が
拡
大
、
人
権
・
労
働
組
合
権

に
関
す
る
問
題
が
続
き
、
ま
た
一
方
で
は
環

境
破
壊
が
進
む
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
マ
イ

ナ
ス
面
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の

使
命
は
こ
れ
を
根
本
的
に
転
換
さ
せ
る
こ
と

だ
」
と
強
調
。
経
済
発
展
と
公
正
な
労
働
が

両
立
で
き
る
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
モ
デ

ル
の
構
築
を
訴
え
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
小
泉
純

一
郎
首
相
も
駆
け
つ
け
、
あ
い
さ
つ
。
小
泉

首
相
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
正
の
面
と
貧

富
の
格
差
な
ど
負
の
面
が
あ
る
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
恩
恵
を
広
く
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
。
わ
が
国
も
こ
う
し
た
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
う
け
た
。 

   

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
組
織
化
を 

 

四
年
前
の
南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
で
の

第
一
七
回
世
界
大
会
で
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
民
主
化
―
―
二
一
世
紀
に
お
け
る
労

働
組
合
と
社
会
正
義
」
が
大
会
テ
ー
マ
と
な

り
、
加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
対
応

策
を
議
論
し
た
。
そ
し
て
四
年
後
の
今
回
の

大
会
で
は
、
「
連
帯
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
―
―

未
来
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
運

動
の
構
築
」
が
大
会
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
さ

れ
た
。 

 

大
会
テ
ー
マ
を
報
告
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の

ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
書
記
長
は
、
今
回
の
議
題

を
「
非
常
に
野
心
的
で
革
新
的
。
大
き
な
変

化
を
迫
る
も
の
」
と
し
、
こ
の
大
会
テ
ー
マ

を
採
択
す
る
こ
と
で
「
労
働
組
合
主
義
の
力

を
証
明
す
る
歴
史
的
な
一
歩
と
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。
な
ぜ
、
今
大
会
テ
ー
マ
が

野
心
的
で
、
歴
史
的
な
一
歩
と
な
る
の
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
大
会
で
決
議
す
る
方
針
が
こ

れ
ま
で
の
運
動
に
ま
ず
反
省
を
迫
る
も
の
で

あ
り
、
し
か
も
「
運
動
」
「
組
織
」
の
両
面

で
の
変
革
を
促
す
も
の
だ
か
ら
だ
。 

 

ラ
イ
ダ
ー
書
記
長
は
、
今
大
会
テ
ー
マ
文

書
の
な
か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
の
国
際

労
働
運
動
の
現
状
を
「
か
つ
て
な
い
困
難
に

直
面
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
厳
し
い
圧
力
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
危
機
感
を
滲
ま
せ
る
。

同
時
に
、
こ
こ
数
年
の
労
働
者
の
権
利
を
普

及
さ
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
国
際
労
働
機

関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
や
経
済
協
力
開
発
機
構
・
労

組
諮
問
委
員
会
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｃ
）

を
通
じ
て
前
進
は
あ
っ
た
も
の
の
、
「
と
て

も
十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
」

と
厳
し
く
総
括
し
た
。 

 

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
に
対
す
る
労
働
運
動
が
、
国
内
レ
ベ

ル
と
国
際
レ
ベ
ル
と
で
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
点

を
あ
げ
る
。
Ｕ
Ｉ
Ｌ
（
イ
タ
リ
ア
労
働
同
盟
）

の
代
議
員
は
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
は
多
く
の
組

合
員
に
知
ら
れ
ざ
る
存
在
」
と
ま
で
言
い
切

る
。 

 

そ
の
た
め
大
会
で
は
、
国
際
労
働
運
動
を

「
運
動
」
「
組
織
」
の
両
面
か
ら
変
革
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
策
が
提
起
さ
れ

た
。
運
動
面
で
は
ま
ず
重
要
な
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
女
性
や
若
年
層
を
中
心

と
し
た
組
織
化
の
強
化
だ
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
は
、
製
造
業
の
生

産
拠
点
は
よ
り
低
コ
ス
ト
を
求
め
て
開
発
途

上
国
や
輸
出
加
工
区
へ
の
移
転
が
進
む
。
移

転
元
の
国
で
は
雇
用
の
減
少
に
よ
っ
て
組
合

ＩＣＦＴＵ世界大会 
グローバル経済化に対する新たな戦略を討議 

　経済のグローバル化に国際労働運動は立ち向かえるか――。世界最大の労働組合組織である国際自由労連（ICFTU）の第18回世界
大会が12月5日から6日間、154の国・地域を代表する労働組合リーダーら1400人以上を集め、宮崎県宮崎市で開催された。大会
の中心テーマとなったのは、経済のグローバル化に対抗できる国際労働運動をいかに再構築するか。グローバル経済下での労働者の
権利保護について、ここ数年は十分な成果をあげられなかったとの総括から、大会では「運動」、「組織」両面の変革を提起。運動面
では、女性や若年層にターゲットを絞った組織拡大による団体交渉力の強化や、IMF（国際通貨基金）など国際機関との連携、政治的
グループ・市民社会団体との協力などを打ち出した。一方、組織面では、国際労連（WCL、約1700万人）と2006年に統合し新組
織を結成する方針を確認。組織規模の拡大によって、国際機関などに対する影響力を強めるのが狙いだ。 

2006年にＷＣＬと新組織結成へ 
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大会テーマを報告するガイ・ライダー書記長 

オープニングセレモニーであいさつする小泉首相 

員
も
減
少
し
、
組
合
員
の
減
少
は
団
体
交
渉

力
の
弱
体
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
移
転
先
の
国
に
労
働
組
合
権
が
確
立
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
労
働
者
は
低
賃
金
を
強

い
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
輸
出
加
工
区
で

は
「
投
資
誘
致
の
犠
牲
で
女
性
が
差
別
さ
れ

て
い
る
」
（
Ｌ
Ｏ
、
デ
ン
マ
ー
ク
労
働
総
同

盟
）
事
例
も
み
ら
れ
る
。 

 

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｂ
（
ベ
ル
ギ
ー
労
働
総
同
盟
）
の

代
議
員
は
「
も
っ
と
多
く
の
女
性
と
若
者
を

運
動
に
巻
き
込
む
べ
き
だ
。
巻
き
込
ん
で
こ

そ
実
行
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

主
張
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働

組
合
会
議
）
の
シ
ャ
ラ
ン
・
バ
ロ
ー
会
長
は
、

「
組
織
化
は
我
々
の
活
動
の
基
盤
だ
」
と
強

調
し
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
を
名
指
し
し
て
同
社

の
組
織
化
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。
Ａ
Ｆ

Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
米
国
労
働
総
同
盟
）
の
ジ
ョ

ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
会
長
は
「
（
さ
き
の
大

統
領
選
で
）
な
ぜ
（
労
組
が
支
持
す
る
）
民

主
党
が
ブ
ッ
シ
ュ
を
覆
せ
な
か
っ
た
か
。
共

和
党
が
テ
ロ
の
脅
威
を
繰
り
返
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
州
で
は
組
合
員
数
が
少
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
組
織
化
で
き
な
い
限
り
、

労
働
者
は
後
手
に
回
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と

組
織
拡
大
の
重
要
性
を
説
い
た
。 

   

中
国

に
は
引
き
続
き
コ
ミ
ッ
ト
を 

 

中
国
問
題
に
つ
い
て
大
会
テ
ー
マ
文
書
は

、

多
く
の
国
の
製
造
業
が
中
国
に
吸
収
さ
れ
、

そ
れ
が
他
の
分
野
で
の
労
働
条
件
引
き
下
げ

な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
を
警
戒
。
「
国
際
労

働
運
動
は
こ
れ
ま
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
よ

う
な
新
た
な
方
法
で
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
強
調
す
る
。
中
国
政
府
は
労
働
組
合
を
つ

く
る
権
利
を
労
働
者
に
認
め
て
お
ら
ず
、
Ｉ

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
は
中
華
全
国
総
工
会
を
労
組
と
は

認
め
て
い
な
い
。 

 

Ｌ
Ｏ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
組
合
総
同
盟
）

は
「
中
国
に
進
出
す
る
北
欧
企
業
は
増
え
て

お
り
、
政
治
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
も
強
ま

っ
て
い
る
。
総
工
会
を
孤
立
化
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
く
、
対
話
を
通
し
た
学
習
な
ど
の
協

力
に
よ
っ
て
独
立
し
た
自
由
な
労
働
組
合
に

な
れ
る
よ
う
手
助
け
を
す
べ
き
だ
」
と
し
て
、

引
き
続
き
民
主
化
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く

べ
き
だ
と
訴
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｕ
Ｇ

Ｔ
（
ス
ペ
イ
ン
労
働
者
総
同
盟
）
は
「
中
国

の
影
響
で
ス
ペ
イ
ン
も
就
業
人
口
が
減
少
し

て
い
る
。
我
々
と
整
合
性
あ
る
労
働
運
動
を

さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
強
調
し
、
労
働
基
本
権

の
早
急
な
確
立
を
求
め
た
。 

   

Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
は
方
針
を
連
動 

 

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
対

抗
す
る
労
働
組
合
組
織
の
協
力
関
係
を
強
化

す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
Ｇ
Ｕ
Ｆ
（
国

際
産
業
別
組
織
）
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｃ

と
連
携
を
強
め
る
運
動
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ

ニ
オ
ン
」
を
進
め
て
い
る
。
大
会
で
は
、
Ｇ

Ｕ
Ｆ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｃ
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
各
組
織
の
運
動
方
針
に
、

計
画
的
に
整
合
性
を
も
た
せ
る
た
め
、
新
た

な
機
関
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン

評
議
会
」
の
創
設
を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
。

Ｄ
Ｇ
Ｂ
（
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
）
な
ど
は
「
効

果
的
・
効
率
的
な
運
動
を
望
め
る
。
評
議
会

の
設
置
は
よ
い
案
だ
と
思
う
」
と
賛
意
を
示

し
た
が
、
「
連
絡
調
整
の
場
で
あ
る
こ
と
を

こ
の
大
会
で
明
ら
か
と
す
べ
き
」
（
連
合
・

人
見
一
夫
会
長
代
行
）
、
「
新
し
い
機
構
を

つ
く
る
こ
と
は
全
く
必
要
な
い
。
そ
れ
で
問

題
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
、
国
際
金
属
労
連
）
な
ど
消
極
的
・
反
対

意
見
も
出
さ
れ
た
。 

   

Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
で
の
混
在
解
消 

　
組
織
面
の
改
革
で
の
、
一
番
の
目
玉
は
国

際
労
連
（
Ｗ
Ｃ
Ｌ
）
と
の
組
織
統
合
に
よ
る

新
組
織
結
成
だ
。
Ｗ
Ｃ
Ｌ
は
一
九
二
〇
年
に

結
成
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
の
組
織
で
、
一

一
六
カ
国
一
七
〇
〇
万
人
が
加
盟
す
る
。
例

え
ば
Ｅ
Ｕ
の
労
組
が
集
ま
る
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
（
欧

州
労
連
）
で
は
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
加
盟
と
Ｗ

Ｃ
Ｌ
加
盟
の
労
組
が
混
在
す
る
。
統
合
す
れ

ば
、
世
界
の
労
組
の
声
を
よ
り
分
散
さ
せ
る

こ
と
な
く
各
政
府
や
国
際
機
関
な
ど
に
ぶ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

　
大
会
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
基
本
原
則
は

変
え
な
い
と
明
確
に
す
べ
き
だ
」
「
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
拙
速
」
な
ど
の
意
見
は
出
さ
れ
た

が
、
多
く
の
労
組
か
ら
組
織
統
合
に
対
す
る

賛
意
が
示
さ
れ
た
。
ラ
イ
ダ
ー
書
記
長
は
「
Ｉ

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
強
さ
を
守
り
つ
つ
も
我
々
は
前

進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
と
答
弁
。

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
チ
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｌ
の
ウ
ィ
リ

ー
・
タ
イ
ス
書
記
長
は
「
先
進
国
で
も
開
発

途
上
国
で
も
新
自
由
主
義
が
我
々
の
前
に
立

ち
は
だ
か
り
、
我
々
の
力
は
弱
ま
っ
て
い
る
。

我
々
に
は
国
際
労
働
組
合
主
義
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
統
合
と
い
う
夢
が
た
っ
た

い
ま
始
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
新
組
織
結
成
に

期
待
を
滲
ま
せ
た
。 

　
Ｗ
Ｃ
Ｌ
は
二
〇
〇
五
年
に
新
組
織
結
成
の

方
針
を
正
式
に
決
定
す
る
予
定
。
新
組
織
は

二
〇
〇
六
年
の
結
成
を
予
定
し
て
い
る
。 

   

初

の
女
性
会
長
誕
生 

　
役
員
改
選
で
は
、
新
た
な
会
長
に
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｕ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
組
合
会
議
）
の

シ
ャ
ラ
ン
・
バ
ロ
ー
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
女

性
の
会
長
誕
生
は
初
め
て
。
同
氏
は
Ｉ
Ｃ
Ｆ

Ｔ
Ｕ
・
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
組

織
）
で
も
初
の
女
性
会
長
と
な
っ
た
人
物
。

ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
書
記
長
（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
、
イ
ギ

リ
ス
労
働
組
合
会
議
）
は
再
選
さ
れ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 


